
AIが活躍する社会



AIの医学利用
（大腸内視鏡診断支援システム）
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NBI（Narrow Band Imaging ）観察と染色観察の2種類の
観察モードで、毛細血管像や細胞核の異常を検出。
正診率９８％。



太陽光セル用材料開発ロボット・Ada
（カナダ・British Columbia大学）
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導電性の良い材料を発見するために材料の混合、フィルム状試料の作成、
熱処理、導電性の測定、微細構造の評価、試験結果の整理、次に合成すべき
材料の決定を行う。
これまで9か月かかっていた材料試験が5日でできる。



AI (Deep Mind社)が予測したたんぱく質のたたみ込み
2020年Breakthrough of the Year（サイエンス誌）

青色： AIの予測結果

緑色： 実験結果

９２％の正確さ



AIを活用したサービスプラットフォーム
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AI戦略（人材育成）（平成31年3月）
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量子コンピューター ＝

量子（電子・光子・原子など）の波を入れ替え

たり、タイミングをずらしたり、干渉させたりし

て答えを出す「波を使った計算機」

現在のコンピューターに比べて速く解ける問
題に利用される。
新素材・薬の開発

最適化問題 （大量なデータベースの検索）

複雑な暗号の解読
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量子コンピューターで問題を解くイメージ
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量子コンピューターが得意な問題
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超伝導量子コンピューター（IBM）
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